
 

  

 

外国人生徒の初期支援について【中学校】 

 

１ 登録バイリンガル派遣時間 

初期支援における登録バイリンガル派遣時間は、以下のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※登録バイリンガルは人数や言語に限りがあるため、実施時期等、学校の希望に添えない

場合があります。また、登録バイリンガル総派遣時間にも限りがあるため、上記のとお

りの時間を派遣できるわけではありません。ご承知おきください。 

 

２ 計画作成と報告（学校との打ち合わせ） 

【在籍校で指導を受ける場合】 

 以下の流れで、初期支援を実施します。 

 

 

 

 

 

 

【初期支援校で指導を受ける場合】 

上記①～④の手続きをすべて初期支援コースで実施します。 

 

３ その他 

初期支援終了後も、必要に応じて（例：部活動入部の説明や行事の事前指導など）登録バイ

リンガルの派遣が可能です。その場合は、担当指導主事にご相談ください。 

※保護者の希望と在籍学校長の判断により決定 

学校教育課 

在籍校での指導 

登録バイリンガル【４０時間派遣】     

・生活適応指導補助     

・日本語初期指導支援 

※指導者は、外国人児童生徒教育担当教員 

※登録バイリンガルは、あくまでも「補

助」「支援」という立場なので、教員が中

心となって指導してください。 

初期支援コース「みらい東・西」での指導 

通級による指導（居住区の中学校に在籍） 

指導期間：１０週間【およそ２００時間】 

 ・生活適応支援 

 ・日本語初期指導 

※指導者は、初期支援校担当教員及び常駐相談員 

※ポルトガル語・タガログ語以外は、登録バイリ

ンガルによる母語支援（４０時間派遣）を受け

ることができる。 

①学校教育課での編入手続き時に、保護者に登録バイリンガル支援の希望を伺う 

②登録バイリンガルと相談員が学校に訪問し、学校と支援日時を相談（１時間程度） 

学校は「登録バイリンガル活動予定表」を作成し、担当指導主事に提出 

  ※「登録バイリンガル活動予定表」は、相談員と打ち合わせをしながら作成します 

③登録バイリンガルの活動（４０時間） 

④登録バイリンガル支援終了後、学校は、「登録バイリンガル活動報告書」を担当指導主事

に提出 

相談コーナーで初期支援コースについてのガイダンスを
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松阪市教育委員会

松阪市

三重県

総人口 外国人住民数
※（ ）は外国人住民割合

国籍・地域別
上位３か国

学齢相当の外国人の
子供の数

164,018人 4,425人（2.7％）
①フィリピン
②中国
③ベトナム

372人

※地理院地図を加工して作成。

外国人住民の居住の状況

本市の外国人住民総数は、令和元年５月１日現在、4,425人（前年比＋284人）で総人口の約
2.7％に相当します。フィリピン国籍者が全体の約54％を占めているのが本市の特徴です。外国人
住民数は緩やかに増加傾向にあり、ここ数年はベトナムからの労働者が増加しています。令和元
年９月１日現在、市内の小中学校に在籍している外国籍児童生徒は347人（前年比＋18人）です。
また、日本語指導が必要な児童生徒は、271人（前年比＋3人）で、16小学校6中学校に在籍して
います。271人のうち228人がフィリピン国言語の児童生徒で、全体の84％を占めています。こ
こ数年、外国人児童生徒数は増加傾向にあり、一部の中学校区に集中しながらも、広域化傾向に
あります。ベトナム、インドネシア、ネパール、アフガニスタンなど少数言語の児童生徒も在籍
しています。

出典：文部科学省「外国人の子供の就学状況等調査」（令和元年5月1日時点）、国籍・地域別上位３か国は法務省「在留外国人統計」（令和元年6月末時点）
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                         教育委員会での受入時チェックリスト【資料１】 

外国人児童生徒の受入について 

松阪市教育委員会 
１． 受入の流れ 

① 戸籍住民課 … 住民登録（登録した情報は、学齢簿システムに自動的に共有される） 
学齢相当の子どもがいる場合、日本の学校への就学の意思を尋ね、希望があ
ったり迷ったりしている場合には教育委員会につなぐ。 

② 学校教育課 … 就学に関する説明、海外での就学状況等の聴き取り 
在籍校の決定・転入学日の決定・入学手続き日の決定 
結核検診の予約 結果が出てから登校 
新１年生に対しては、９月時点で入学希望届を郵送。返信が無い場合には学
校による家庭訪問を実施。 

③ 学校支援課 … いっぽ教室の案内 
④ 在籍校 … 編入手続き、いっぽ教室についての相談 
※①～④における説明に当たり、必要に応じて通訳が同席。 
 
 

２． 教育委員会での確認 

名前の確認  

在籍する学校と学年の確認 〔         〕学校・〔  〕年 

確認事項 生年月日 〔                     〕 

住所   〔松阪市                  〕 

国籍   〔                     〕 

母語   〔                     〕 

わかる言語〔                     〕 

来日時期 〔                     〕 

〔      〕年まで修了 

保護者の就労状況 父〔          〕 ・ 母〔          〕 

通訳の必要性 必要 ・ 大丈夫           いっぽ教室の紹介 

通級方法の相談 いっぽ教室の場所 バスで行く 詳しくは学校で相談 

日本の学校のルール アクセサリー 化粧 飲食物 
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                         教育委員会での受入時チェックリスト【資料１】 
 
３． いっぽ教室の案内 

(ア) パンフレットの説明 
(イ) 場所確認（通学路） 
(ウ) 通級方法の相談 
(エ) 日本の学校のルール 
（アクセサリー 化粧 飲食物 お菓子） 

 
 
４． 学校での確認 

・ 学校教育課からの転入書類をわたす 
・ 名前、住所、家族構成、連絡先、通学方法、集金の方法 
・ 学校のルール 
・ 学用品の確認（受入ガイドブックの活用） 
・ 服装等の確認（制服、体操服、上履き、体育館シューズ） 
・ アレルギー、健康面、宗教面で配慮するべきこと 
・ 初登校の日の時間確認  いっぽ教室への通級についての確認 

受入可能の確認 可 ・ 不可 

いっぽ教室に行く日  

同校区の児童の確認 いる ・ いない 
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                     教育委員会が運営する日本語教室【資料２】 

 
 

初期適応支援教室「いっぽ」 

～「いっぽ」からひろがり つながる 松阪市の外国人児童生徒教育～ 

 

１．松阪市の現状 

令和元年４月現在、松阪市の総人口は約１６万人です。そのうち、外国人

住民の人口は４４２５人で総人口の２．７６％となります。つまり、４０人

に１人が外国人住民です。国籍別にみると、フィリピン国籍者（2,４３５

人）が最も多く、次いで中国（6５１人）、ベトナム（４２５人）、韓国（２

３４人）、ブラジル（２０９人）で、計 3８カ国におよぶ国籍を持つ人々が松

阪で暮らしています。これにともない日本語指導が必要な児童生徒も増加し

ています。 

 

＜資料＞市内小中学校に在籍する外国人児童生徒数と日本語指導が必要な外国   

    人児童生徒数 
     

   
2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 201６ 2017 2018 2019 2019 年度 

調査内訳 

外国籍児

童生徒数  

106 127 134 144 157 211 221 262 280 302 329 333 小学校（207） 

中学校（126） 

日本語指

導が必要

な児童生

徒数  

79 99 122 147 150 197 204 232 238 231 268 263 

小学校（172） 

 中学校（91) 

 

2.「いっぽ」教室って・・？ 

 日本語に自信のない外国人の子どもの学習を応援する教室として、2007 年 5 月 7 日に

「いっぽ」教室がスタートしました。ここでは、国籍も年齢も違う外国人児童生徒が、それ

ぞれの文化を共有しながら一緒に机を並べ

て、「はじめての日本語」を学習しています。

その他、日本の学校に通わせることが心配

な保護者の相談対応や資料の各種翻訳など、

市内の小中学校に通うすべての外国人児童

生徒の学校生活を支えています。その評判

は外国人住民に口コミで広まりました。現

在では、外国人児童生徒、保護者、学校をつ

なぐ重要な場所となっています。 
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                     教育委員会が運営する日本語教室【資料２】 

 
 

３．いっぽ教室の概要 

①設置場所  松阪市子ども支援研究センター  

※松阪市内の中心部にあり市内循環バスが利用できる。 

②対象（市内小中学校に在籍） 

・基本的な日常会話ができない。 

・ひらがな・カタカナの読み書きができない。 

③実施日・時間   

月～金曜日 ８：３５～１１：００ ⇒ 在籍校へ 

④学習内容 

・ひらがな、カタカナ、（小学校低学年の漢字）の読み

書き 

・日本語による日常会話  

4．いっぽ教室の支援体制 

＜いっぽ教室の運営＞  

・いっぽ教室コーディネーター（１人）・・・教室の運営、在籍校や市教委との連携 

＜いっぽ学習支援者＞    

・日本語指導員５人 （常時２，３人）・・・授業補助   

・ボランティアによる学習支援員（約４０人）・・・松阪国際交流協会、大学生等  

・母語スタッフ【タガログ語（毎日１人）・中国語・ポルトガル語等】・・・言葉の支援、通訳・翻訳  

 ・松阪市子ども支援研究センター職員（１人）～学校との連携・教室の運営  

 

5．いっぽ教室の日課     

【朝の通学の様子】 
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                     教育委員会が運営する日本語教室【資料２】 

 
 

【日本語学習】 

 １限目 ８：４５～９：３０ 【日本語会話学習】 

 ２限目 ９：４０～１０：２５ 【日本語文字学習】 

 

いっぽ教室へ入ってくる時期がみんなちがうので、勉強の進み方がちがいます。そのた

め、指導形態は、できるだけ、個別指導で行うようにしています。日本に来て、不安な子

どもたちです。子どもたちの様子をよく見て、習熟状況を把握し、きめ細かな支援を行え

るようにしています。母語スタッフの方に、日本語の説明が伝わりにくい時に翻訳して伝

えていただいたり、子どもたちの悩みや不安を聞いていただいたりしています。 

 

【いっぽタイム】 

 ３限目 １０：３０～１０：５０ 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友だちと関わりあいながら、学習内容の習熟を図る活動をしています。 

この時間では、日本の文化や日本での生活についても学習します。 
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                     教育委員会が運営する日本語教室【資料２】 

 
 

【帰りの会】 

 帰りの会では、今日の振り返りを行います。今日学習したこと、できるようになったこと

を発表し、みんなで認め合います。帰りの会では、学校や家庭にむけての連絡帳が渡されま

す。 

 
 

いっぽ教室では、外国人児童生徒一人ひとりの連絡帳を作っています。いっぽ教室の先

生は教室での学習内容などを、外国人児童生徒の担任の先生へ連絡し、担任の先生は午後

からの学習内容などを保護者に連絡するというサイクルです。この連絡帳が、外国人児童

生徒と保護者・担任の先生・いっぽ教室をつないでいます。 

 
 
６．いっぽ教室での学習を終えて～いっぽ終了式～ 

 

 いっぽの修了式には、松阪国際交流協会の古市会長をはじめ在籍校の校長先生や担任の

先生、保護者、母語スタッフ、日本語のスタッフ、いっぽ教室在籍生が集まり盛大に行われ

ます。修了式では、自分の思いを日本語で書いた作文を朗読します。いっぽに入学した時は、

ほとんど日本語を話すことができなかった児童・生徒が堂々と朗読する姿に感動します。 

 

（Ａさんの作文 小学４年生） 

いっぽをしゅうりょうして 

日本に きたときはとても うれしかったです。はじめて ちがう くにに すめるからです。 

いっぽでは 九九と かん字と みえこさんの 本が むずかしかったです。 
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                     教育委員会が運営する日本語教室【資料２】 

 
 

それとべんきょうちゅう しずかに するのも たいへんでした。 

そして はやく しゅうりょう できるように べんきょうを がんばりました。 

じぶんでも よくがんばったと おもいます。 

いっぽでうれしかったことは 友だちと いっしょに あそんだことです。 

学校では 先生たちと友だちが とても やさしいです。わからないことが あったら おしえてく

れます。 

しょうらいの ゆめは おいしゃさんに なることです。びょうきの人にしゅじゅつを したりちゅうしゃを 

うったりして なおして あげたいです。 

これからも ちゃんと べんきょうをします。 

お父さん お母さんいっぽの 先生ありがとうございました。 

だい五小学校の先生これからも よろしく おねがいします。 

 

７．いっぽ教室をささえるボランティア 

・いっぽ同窓会（松阪国際交流協会による同窓会毎年３月に開催） 

201９年６月１日現在、いっぽ教室を修了した児童・生徒の数は３９０人です。この卒

業した児童や生徒が集まるのがいっぽ同窓会です。ここでは修了した児童や生徒の紹介の

のち、みんなでゲームをしたり、いっぽ教室のテーマソングの「きみとぼくはともだち」を

歌ったりします。最後には、お世話になった日本語ボランティアの方たちや先生たちに感謝

の気持ちを込めてメッセージを贈ります。 
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                    外国籍の子どもの就学実態調査（例）【資料３】 

令和元年度外国人児童生徒就学実態調査について 

 

 

１ 調査期間   １０月～１２月 

 

２ 調査員    タガログ語通訳、ポルトガル語通訳、中国語通訳、市教委担当者 

※市教委担当者と通訳（必要言語）の２人で行う。 

 

３ 対象世帯数  ３１世帯 ３６人（フィリピン２６世帯３１人、ブラジル２世帯２人、

中国３世帯３人） ＊令和元年度１０月現在 

※新１年生については、本調査とは別に入学希望届の送付及び学校によ

る家庭訪問（希望届の返信がない場合）を行う。 

 

４ 調査方法   通訳と２人で家庭訪問を行う。 

留守宅は３回以上訪問する。（隣人等から状況を得られた場合は除く） 

 

５ 調査内容   該当児童生徒の就学状況の確認 

日本の学校での就学の意思の確認 

         家庭環境を含めた生活状況の確認 

         いっぽ教室及びふたば教室の紹介 

※子どもの就学について前向きでない場合、子どもや保護者の不安を取

り除きながら、就学の重要性について説明していく。日本での就学や

海外での就学の両方について検討を勧める。 

※毎年１回の調査を行う。訪問してみると市内に居住実態がない子ども

（出国等）が大半を占めている。不就学が確認できた家庭には、何度

も家庭訪問を行い、就学に向けての不安を取り除いていく。 
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広島市教育委員会

広島県

総人口 外国人住民数
※（ ）は外国人住民割合

国籍・地域別
上位３か国

学齢相当の外国人の
子供の数

1,195,846人 19,874人（1.7％）
①中国
②韓国
③ベトナム

909人

※地理院地図を加工して作成。

広島市

外国人住民の居住の状況

広島市に在住する外国人市民数は近年増加が続いており、令和元年（2019年）12月末時点で
20,351人と、総人口の約1.7％を占めています。平成25年度末（2014年３月末）と平成30年度
末（2019年３月末）の人数を比較すると、総人口の増加率は0.7%であるのに対し、外国人市民
数は約25％と大幅に増加しています。特に、国籍別ではベトナム、在留資格別では技能実習の増
加が著しく、この５年間でベトナム国籍の市民数は約７倍に、技能実習生の人数は２.５倍に増え
ています。

国は、少子高齢化に伴う深刻な人手不足に対応するため、出入国管理及び難民認定法を改正し、
平成31年（2019年）４月から新しい在留資格「特定技能」を創設しました。また、それに合わせ、
日本人と外国人との共生社会の実現に向けた環境整備を推進するため、その目指すべき方向性を
示した「外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策」を取りまとめました。

令和２年（2020年）に入り、特定技能外国人労働者の受入れが本格的に開始されると見込まれ
ることや、国内の労働者不足の状況が解消されていないこと等の状況から、今後も本市の外国人
市民の増加は続くものと見込まれます。

出典：文部科学省「外国人の子供の就学状況等調査」（令和元年5月1日時点）、国籍・地域別上位３か国は法務省「在留外国人統計」（令和元年6月末時点）
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以下の流れで就学状況を把握。

【前提】住民情報の入手方法
住基システム担当課から外国籍を含めた学齢（相当）者に係る住民情報（氏名、住所、生年月日等の基
本情報のほか、国籍の情報も有り。）データを入手し、学齢簿システムに取り込む。（月に２回）

学齢簿システムを活用し就学案内を世帯主宛に
９月頃に送付。
＊学齢簿システムから対象者を抽出し、就学案
内を作成

＊就学案内は７言語に対応（首長部局の国際交
流部に翻訳作業を依頼）
９月以降に転入してきた場合は、住民登録担当
課から保護者へ就学案内を渡す。

年１回、教育委員会職員（２名程度）が市内の外国人学校への訪問を実施。
⇒ 学齢簿に準ずるものに照らして就学状況が不明な子供のリストを作成し、在籍状況を確認してもらう。
（厚生労働省の「居住実態が把握できない児童に関する調査」への対応のために訪問しているが、外
国籍学齢相当者の就学状況を把握する重要性を説明の上、任意で情報提供に協力していただいて
いる。８月頃に訪問。）

把握した就学先等の情報を学齢簿に準ずるものに記録。

新小１年生相当者への対応

就学状況不明者への対応（外国人学校への問合せ）

広島市教育委員会における就学状況把握・就学促進の取組

学齢簿に準ずるものの整備
多言語による情報発信
外国人学校との情報連携

転入してきた学齢相当者（新小１年生を除く。）への対応

住民登録担当課から保護者へ就学案内を渡す。

外国人学校への調査結果を学齢簿に準ずるものに記録。

上記のほか、 ２０１９年度版『外国人市民のための生活ガイドブック』（７言語対応）を作成するなど、
多言語による情報発信を行っている。  44
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ひろしましきょういくいいんかい

 

（学
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）   

 

広島
ひろしま

市立
し り つ

学校
がっこう

への入 学
にゅうがく

について（案内
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広島
ひろしま

市立
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がっこう

へ就学
しゅうがく

を希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

は、同封
どうふう

の「就学
しゅうがく

申請書
しんせいしょ

（新入学
しんにゅうがく

児童用
じ ど うよ う

）」を、下記
か き

のとおり

提出
ていしゅつ

してください。提出
ていしゅつ

後
ご

、１月
がつ

末
まつ

に「入学
にゅうがく

通知書
つ う ちし ょ

」を送
おく

ります。 

なお、就学
しゅうがく

申請書
しんせいしょ
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ていしゅつご

、広島
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てください。 

その他
た
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こ

さんの就学
しゅうがく
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の点
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が く じ か

へお問
と

い合
あ
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                   記 

 

１ 提出
ていしゅつ

期限
き げ ん

    ２０１９年
ねん

（令和
れ い わ

元
がん

年
ねん

）１０月
がつ

 ３１日
にち

（木） 

 

２ 提出先
ていしゅつさき

及び問
と

い合
あ

わせ先
さき

 

  ● 各
かく

区役所
く や くし ょ

市民課
し み ん か

・出 張 所
しゅっちょうしょ

 

  または 

 ● 広島市教育委員会学事課
ひろしましきょういくいいんかいがくじか

 

     〒７３０－８５８６  

広島市中区国泰寺町
ひろしましなかくこくたいじちょう

一丁目
いっちょうめ

４番
ばん

２１号
ごう

 

     ＴＥＬ（０８２）５０４－２４６９ 

  

※ 郵送
ゆうそう

で「就学
しゅうがく

申請書
しんせいしょ

（新入学
しんにゅうがく

児童用
じ ど うよ う

）」を提出
ていしゅつ

する場合
ば あ い

は、教育委員会
きょういくいいんかい

学事課
が く じ か

あてにお願
ねが

い

します。 

裏面
う ら め ん

に続
つ づ

きます。 
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ね ん ど

（令和
れ い わ
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ね ん ど

）新入学
しんにゅうがく

児童
じ ど う
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    ２０１３年
ねん

（平成
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２５年
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か
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ひろしましりつ

広島
ひろしま
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とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

 南区
みなみく

出島
で じ ま

四丁目
よんちょうめ

１－１  250-7101 

 
（２） 広島
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翠
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一丁目
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１－１  251-9882 

 広島大学
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ふ ぞ く

東雲
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小学校
しょうがっこう

  南区
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東雲
しののめ

三丁目
さんちょうめ

１－３３  282-1161 
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 広島
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小学校
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  中区
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 安田
や す だ

小学校
しょうがっこう

  中区
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１－４１  221-5472 
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兵庫県教育委員会

兵庫県教育委員会における多文化共生社会の実現をめざす教育

１ 外国人児童生徒等の数・分布
現在、兵庫県において公立学校に在籍する外国人児童生徒数は3,299人（令和元年５月１日現在）で、そのうち日本語指導が必要な
外国人児童生徒は1,076人である。県内の分布をみると、神戸市と姫路市は一部集住化傾向にあるが、その他の地域は散在化傾向で
あり、近年、さらに多言語化が進んでいる傾向にある。

２ 外国人児童生徒等の受け入れ・指導体制
兵庫県教育委員会では、平成12年に「外国人児童生徒にかかわる教育指針」を策定し、外国人児童生徒の自己実現を支援するとと
もに、すべての児童生徒に国籍や民族等の「違い」を「違い」と認め合い、豊かに共生しようとする意欲や態度を育むなど、人権尊
重を基盤に多文化共生社会の実現をめざす教育を推進するために以下のような事業を実施している。

（１）就学状況の把握及び就学促進に関する取組（別紙参照）
（２）受け入れ体制

①「子ども多文化共生センター」を設置し、教育相談や情報提供を行っている。
②「外国人児童生徒にかかわる就学支援ガイダンス」を県内４会場で実施している。

（３）指導・支援体制
①母語支援

来日間もない外国人児童生徒等に対して、児童生徒の母語が話せる「子ども多文化共生サポーター」を派遣している。
②日本語指導

県内３校を日本語指導研究推進校に指定。推進教員を配置し、日本語指導について研究を進め、成果を県内に発信している。
③教員等研修

市町組合教育委員会や日本語指導研究推進教員、児童生徒支援教員(日本語指導)等に対して研修会を実施している。

総人口 外国人住民数
※（ ）は外国人住民割合

国籍・地域別
上位３か国

学齢相当の外国人の
子供の数

5,534,938人 109,928人（2.0％）
①韓国
②中国
③ベトナム

4,493人

出典：文部科学省「外国人の子供の就学状況等調査」（令和元年5月1日時点）、国籍・地域別上位３か国は法務省「在留外国人統計」（令和元年6月末時点）
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兵
庫
県
に
お
け
る
外
国
人
の
子
供
の
就
学
状
況
の
調
査

就
学
年
齢
に
あ
る
外
国
人
児
童
生
徒
の
在
籍
状
況
を
調
査
し
、
不
就
学
等
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
要
因
等
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
外

国
人
の
子
供
の
受
入
れ
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。
（
2
0
0
6
年
の
文
部
科
学
省
「
不
就
学
外
国
人
児
童
生
徒
支
援
事
業
」を
き
っ
か
け
に
開
始
。
）

兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
、
各
市
町
教
育
委
員
会
が
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
、

次
の
よ
う
な
手
順
で
他
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

①
知
事
部
局
の
関
連
部
署
を
通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
所
管
す
る
私
立
学
校
・

外
国
人
学
校
及
び
市
町
住
民
基
本
台
帳
部
署
に
市
町
教
育
委
員
会

へ
の
協
力
を
依
頼

②
県
教
育
委
員
会
か
ら
も
国
立
附
属
学
校
、
私
立
学
校
、
外
国
人
学
校

へ
協
力
を
依
頼

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
町
教
育
委
員
会
が
公
立
の
就
学
状
況
が
把
握
で
き
る
。

県
教
育
委
員
会
の
依
頼
を
受
け
、
各
市
町
教
育
委
員
会
は
、
次
の
手
続
き
に
よ
り
調
査
を
実
施
す
る
。

①
住
民
基
本
台
帳
情
報
に
基
づ
き
学
齢
相
当
（
６
歳
～
１
４
歳
）
の
外
国
人
の
子
供
の
名
簿
作
成
（
５
月
１
日
現
在
）

②
①
の
名
簿
で
公
立
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
を
確
認
。
さ
ら
に
国
立
・私
立
学
校
及
び
外
国
人
学
校
等
に
連
絡
を
と
り
（
訪
問
、
電
話
、
メ
ー
ル
等
）
、

各
校
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
を
確
認
。

③
②
の
い
ず
れ
に
も
在
籍
し
て
い
な
い
子
供
を
対
象
に
、
在
住
等
確
認
の
文
書
の
送
付
。

④
文
書
回
答
が
な
い
家
庭
へ
の
戸
別
訪
問
に
よ
る
在
住
等
確
認
（
主
に
教
育
委
員
会
の
職
員
が
訪
問
。
場
合
に
よ
っ
て
通
訳
同
伴
。
）
。

⑤
不
就
学
者
と
そ
の
状
況
を
把
握
。
⇒
就
学
案
内

3 か 月 か け て 実 施

（ 毎 年 ６ ～ ８ 月 ）

①
「住
民
基
本
台
帳
」を
所
管
し
て
い
る
課
か
ら
協
力
を
得
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
。

⇒
現
在
で
は
課
題
に
関
す
る
認
識
が
共
有
さ
れ
協
力
を
得
ら
れ
て
い
る
が
、
他
部
局
を

巻
き
込
ん
だ
取
組
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
か
ら
の
通
知
文
等
に
よ
る
働
き
か
け
が

有
効
と
思
わ
れ
る
。

②
各
種
学
校
か
ら
協
力
を
得
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
。

⇒
県
教
育
委
員
会
か
ら
文
書
で
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
り
解
決
を
図
っ
た
。

(1
)産

業
労
働
部
国
際
局
国
際
交
流
課
、
企
画
県
民
部
管
理
局
私
学
教
育
課

(2
)国

立
学
校
、
私
立
学
校
、
外
国
人
学
校

不
就
学
者
が
い
た
場
合
に
保
護
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
。

目
的

調
査
を
始
め
た
当
初
の
課
題

現
在
抱
え
て
い
る
課
題
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お役立ちツール
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お役立ちツール

外国人児童生徒のための就学ガイドブック
日本の学校のしくみや入学手続きについて説明
• 英語、韓国・朝鮮語、ヴェトナム語、フィリピノ語、中国語、ポルトガル語、スペイン語の翻訳
• チラシ版（裏表１枚）、ガイドブック版の２種類

児童生徒
保護者

教員
学校

教育委員会

外国人児童生徒受入れの手引き
外国人児童生徒等の学校への受入れに当たり、日本語指導担当教師、学級担任、学校の
管理職、教育委員会の担当指導主事等、各関係者が取り組むべき事項をまとめた手引き

https://www.mext.go.jp/a_menu/s
hotou/clarinet/003/1320860.htm

https://www.mext.go.jp/a_menu/sh
otou/clarinet/002/1304668.htm

※明石書店で製本版も取扱いあり（880円）

Main target

Main target
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お役立ちツール

かすたねっと
（外国につながりのある児童・生徒の学習を支援する情報検

索サイト）
各都道府県・市町村教育委員会等で公開されている多言語による文書や日本語指導、
特別な配慮をした教科指導のための教材等、様々な資料の検索が可能（教材、保護
者へのお知らせ文書、学校用語 など）

教育委員会
大学
地域

日本語指導アドバイザー
研修講師を招きたい、知見のない散在地域で専門的アドバイスがほしい、大学でどのような
カリキュラムで学ばせればよいか、NPOと連携した地域の取組ができないか、といった悩み
に対して指導助言を行うアドバイザーを派遣
※申請主体は地方公共団体・大学

https://casta-net.mext.go.jp/

https://www.mext.go.jp/a
_menu/shotou/clarinet/00
3/1418999.htm

教員
学校

教育委員会

Main target

Main target
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